
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～「月根尾」とは、学校のある地域の古名「突根尾原」に由来する地名です～ 

 

第６８回ＮＨＫ杯全国高校放送コンテスト 

【アナウンス部門】出場 

小野田 花菜 『食で支える』   

【テレビドキュメント部門】 

１作品出品『飯南のお母さん』   

２０２１年全日本吹奏楽コンクール島根県大会 

【高等学校小編成の部】 

 『バルバレスク～ウインドオーケストラのために』 

第４５回全国高等学校総合文化祭 

紀の国わかやま総文２０２１ 

【朗読部門】平野 翔穫 出場 

『やめるときも、すこやかなるときも』 

昨年度は、コロナウイルス感染症対策のため中止だったので、

出場した大会の中では連続受賞となります。 

 益田のグラントワで行われた全日本吹奏楽コンクー

ル島根県大会に出場しました。結果は３位の高校に

１点差で負けてしまい、中国大会に出場することがで

きませんでした。しかし、本番で楽しく演奏でき、練習

の成果を出せたので、演奏についての後悔はありま

せん。県大会に出場した２２校の中で４位という好成

績を残すことができたのも、色々な方からの支えがあ

ってこそだと思っています。 

１９名でこの夏まで必死に頑張ってきたからこそ、

結果に対して悔しい気持ちもありますが、来年は悔し

涙ではなく、嬉し涙を流して終われるように頑張ってく

ださい。 最後となりましたが、たくさんの応援をありが

とうございました。     吹奏楽部部長 中村 のえる 

 総文祭が開催されるかオンラインになるかギリギリ

まで分かりませんでしたが、無事開催され、出場するこ

とができて本当に良かったです。大会当日は不安が強

かったですが、気持ちを切り替えることができ、本番で

はほとんど緊張することなく、今まで読んできた中で一

番納得のいく朗読をすることができました。 

 人前で話すのが大の苦手で、それを克服するために

報道部に入ったのですが、先輩方の読みを聞いた時、

自分もあんな風に人を惹きつけ、聞いた人が幸せな気

持ちになる朗読をしたいと思うようになりました。今に

至るまで、日々自分なりに努力を重ねてきましたが、未

だに目標達成できているのかは分かりません。でも読

んだ後に聞いた人が笑顔になるのを見ると、やってきて

よかったなといつも思います。 

 たくさんの方に恵まれ、全国大会や中国大会にも出

場することができ、本当に思い出深い三年間になりま

した。                   報道部部長 平野 翔穫 

私はＮＨＫ杯全国高校放送コンテストに出場しまし

た。結果は準々決勝敗退でした。新型コロナウイルス

感染症の影響でオンラインでの開催となりましたが、

今の自分の力を出すことができたと思います。 

 今回私は、飯南高校の月根尾寮の寮母さんを取材

させていただき、作品を制作しました。寮母さんの寮

生に対する愛をすごく感じ、そのことを多くの人に知っ

てもらえる良い機会になったと思います。悔しい結果と

なりましたが、今後は更に技術の向上を目指して、誰

にでも伝わりやすいアナウンスをしていきます。 

 応援してくださった方々、本当にありがとうございまし

た。これから関わっていく方々にも、感謝の気持ちを忘

れず頑張ります。                  小野田 花菜 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「神楽甲子園」出場に係る支援金贈呈式 

神楽甲子園に出場するにあたり、ＪＡ共済連島根

様から神楽伝承活動支援金を贈呈していただきま

した。これは、地域の次代を担う高校生の健全な育

成、伝統芸能「神楽」の保存伝承、そして地域文化

活動および後継者育成活動の支援の一環として贈

呈されるものです。 

 贈呈式では、吾郷浩統括支店長様から、趣意書・

目録をいただきました。出場生徒を代表し、神在紗

那さんが、お礼の言葉と大会への抱負を述べまし

た。神在さんは「たくさんの方に支えられて出演で

きることを 

実感した」 

と話してい 

ました。 

プレ公演を開催！ 

来島交流センター大ホールにおいて、神楽甲子園

のプレ公演が開催されました。このプレ公演は、か

ねてより来島交流センターを練習会場に、日々遅く

まで神楽の練習に取り組んできた飯南高校生に感

心されていた来島公民館の安部館長様にご提案い

ただき実現に至ったものです。 

飯南神楽団の皆様、保護者の皆様のご協力を得な

がら準備を進め、８０名余りの方にご来場をいただ

きました。笛の音と共に、演目「鍾馗」が始まると、

３０分の上演中、観客の皆様は勇壮な舞いと巧妙な

奏楽の調べに魅了され、真剣な表情で見入っておら

れました。来場した教職員も、そのレベルの高さに

感激していました。神楽甲子園に向けて、モチベー

ションが高まる良いプレ公演となりました。 

「神楽伝承奨励賞」を受賞！！ 

広島県安芸高田市の神楽門前湯治村「神楽ドー

ム」において、第１０回となる高校生の神楽甲子園

が開催され、本校は２回目の出場を果たしました。 

演舞では、緊張の中にも平常心を保ち、練習の成

果を十分に発揮して演目「鍾馗（しょうき）」を立

派にやり遂げました。上演後は全員がステージ上に

並び大きな声で挨拶をしました。メンバーの爽やか

な安堵の表情と笑顔に会場から大きな拍手をいた

だきました。 

 上演８校の中から「日藝選奨」が１校発表されま

した。残念ながら受賞することは叶いませんでした

が、日本大学藝術学部演劇学科の小林直弥教授は講

評の中で、１校を選ぶのは難しかったこと、そして 

第１０３回全国高等学校野球選手権島根大会 

【１回戦】飯南 ０－１ 松江商業 

 

主将の上田荘也さんは、「全校応援という中で、生徒

の皆さん、先生方の応援で最後まで諦めずにプレーす

ることができました。３年生はこれで引退となります

が、２年生、１年生には今年の秋、来年の夏と勝ち上が

って、甲子園を目指してほしいです。応援してくださ

った全ての方々へ感謝の気持ちを忘れずに、これから

の学校生活を過ごしていきたいです。ありがとうござ

いました。」と報告会で想いを語ってくれました。 

第８回出雲市ダブルス大会 

【女子Ｃ級】５ペア出場 

 上田詩乃・安部千桜 ペア  

 石川結彩・大井理楽 ペア  

 片地ことの・森山智望 ペア  

出雲市テニス大会 

【女子Ｂ級】３ペア出場 

 片地ことの・森山智望 ペア  

【女子Ｃ級】２ペア出場 

 今年度も、新型コロナウイルス感染症対策とし

て、連携中学校以外の県内生を対象に、規模を縮小

して行いました。たくさんの中学生や保護者の皆さ

んに興味を持って参加していただき、ありがとうご

ざいました。 

 会場を分けて学校紹介を行い、その後は部活動や

寮見学をしていただきました。今年も生徒主体のオ

ープンハイスクールで、報道部の生徒が司会進行

を、生徒会執行部のメンバーが受付や学校紹介、部

活動案内を、寮生が寮の説明を、各部の部長が部活

動紹介を行いました。自分の役割を感じ、主体的に

動いて中学生の皆さんに接する姿勢や、部活動に熱

心に取り組む姿などを見てもらうことができまし

た。 

 参加してくださった方の感想から、「先輩後輩関

係なく仲が良くて、楽しそうな部活動も多いところ

が飯南高校の魅力だと感じた。」「県外や県内のたく

さんの人との交流で、普通の学校では学べないよう 

なことが学べると思った。」「一人一人が伸び伸びと

できるような学校で、自分の力を伸ばすことができ

ると感じた。」などの嬉しいコメントをたくさんい

ただきました。 

短時間ではありましたが、気持ちのいい挨拶や学

年関係なく仲の良い生徒の姿、明るい雰囲気を感じ

てくださった方が多かったようです。 

 飯南高校の魅力を感じ、進路決定の参考にしてい

ただけたらと思います。 

飯南高校は片地ことのさんの女性らしさと躍動感

を兼ね備えた演舞を中心にチームワークの良さが

印象的であったとの評価をいただきました。メンバ

ーは悔しさを持ちながらも達成感にあふれており、

すでに来年度の神楽甲子園を見据えていました。 

 飯南高校に入学し、神楽という伝統芸能に初めて

触れる生徒も今後増えていくと思います。地域の皆

様と共に保存伝承、後継者育成に関わっていくこと

も高校魅力化の１つです。 

８月２６日の鵬雲祭一日目に、教職員・全校生徒

の前で「鍾馗」を披露する予定です。学校全体にも

神楽の魅力を広めていく好機と捉え、メンバーも張

り切っています。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 学校だより月根尾８月号 令和３年８月１８日発行   島根県立飯南高校 h t t p ｓ : / / i i n a n . e d . j p 

１５日（水）中山間地域体験学習 

（～１６日 ２年生） 

２１日（火）生徒会役員選挙 

２２日（水）試験発表 

２９日（水）金曜日の時間割 

３０日（木）中間試験（～１０月５日） 

 地元の産業事情を視察し、進路選択の一助とするこ

とを目的に、今年度も町内の４社にお世話になり、企

業見学をさせていただきました。 

 今年はインターンシップが中止となりましたが、今

回、新型コロナウイルス感染症対策をしながら見学や

体験活動等の貴重な機会を作っていただき、ありがと

うございました。 

 専門学校から講師の先生に来ていただき、１２の分

野から２つを選んで授業体験をしました。体験型の授

業が多く、活き活きと活動していました。 

 ６つの分野から１つを選び、オンラインと、一部は

対面で講義を受けました。その後はディスカッション

を行い、それぞれの分野を更に深く考えていきまし

た。質問をしたり考えを伝え合ったりし、有意義な時

間となりました。 

   
・前から興味があった学校だったので、さらに興味が湧

き、オープンキャンパスに行こうと思った。この職業のこと

をさらに知って、自分の中で世界を広げていくよいきっ

かけができた。 

・実際に体験してみることは大事だと思った。“卒業したら

こうしたい”と思えるようになった。 

・学校を選ぶ時、その分野を本当に突き詰めてやることが

できるのか、よく考えるのが大事だと分かった。もっとい

ろいろと調べていこうと思った。 

   
・小学校の模擬授業では、どうやったら相手に興味を持っ

てもらえるか、分かってもらえるか等を考えて実践するの

がとても難しかった。好奇心や思いを揺さぶる問いかけ

をしたりして、主体的に自ら学べるような授業をしたい。 

・医療に関わる職業はたくさんあり、医療に関わる他の職

業にも興味を持っていきたいと思った。もっと調べて進

路について考えを深めていくべきだと感じた。今から、日

常生活を見直し、復習や予習をして、夢を叶えられるよ

う努力したい。 

   
・いろいろな会社に行かせてもらったが、どこも魅力的な

職業や職場だった。 

・仕事に責任感を持ってやることももちろん、やりがいや 

楽しさを感じることも大切だと思った。 

・普段利用する企業もあったが、詳しい仕事内容までは

知らなかったので、普段見ることのできないところを見

学や体験することができ、とてもためになった。私も将

来、自分がしっかりとこだわりを持ってできるような仕事

に就きたい。 


